
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

学習活動名 電気の性質とその利用 

学年 小学校第６学年 

目標 身の回りには電気を効率よく利用した道具があることを理解し，効率のよい電気の利用

方法を考えることができる。 

教材タイプ ビジュアル言語 

使用教材 micro:bit，理科ボード，タブレット端末 

環境 児童４人で１台の端末を使用 

都道府県 茨城県 

実施校 牛久市立牛久第二小学校 

学習活動の概要・児

童の様子（プログラ

ミングの活動を中

心に記載くださ

い。） 

◆学習内容・活動 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 ・実生活の中で電気を効率よく利用しているシステムを，プログラミングによって考え
し，表現したことで，プログラミング的思考を高めることができた。 

 

１ 本時の問題を確認する。 

「外灯の電気を効率よく利

用するにはどうしたらよい

だろうか。」 

４ 身の回りでセンサーを利

用して電気を効率よく利用

しているものについて話し

合う。 

３ さらに暗くなったとき人

感センサーが反応するシス

テムについて，明るさと人

感センサーを組み合わせた

プログラミングを行う。 

２ 人が通ると電気がつくシス

テムについて考え，プログラ

ミングを行う。 

【概要】 

 本単元の目標は，身の回りには電気を効率よ

く利用した道具があることを理解し，効率のよ

い電気の利用方法を考えることである。 

プログラミング学習を取り入れることによ

り，センサーによって制御されている身の回り

の電気の利用について，仕組みを理解するとと

もに，効率よく電気を利用する方法を考えるこ

とができる。 

【プログラミング教育で育てたい資質・能力】 

 センサーによって制御されている身の回り

の電気の利用について，プログラミングを行う

ことで仕組みを理解し，効率よく電気を利用す

る方法を考えることができる。 

【手立て】 

・どのような命令を行えばよいか，ワークシー

トに記入するよう助言する。その後タブレット

とセンサーを使用して，プログラミングをする

ようにする。 

・夜間のみに作動させるために，明るさセンサ

ーと人感センサーの両方を利用したプログラ

ムを考えさせる。 

・モニターを利用して，グループや個人のプロ

グラミングの活動の様子を提示し，考えを共有

しやすいようにする。 

・身の回りでセンサーを使用して電気を効率

よく利用しているものにはどんなものがあり，

効率よく利用するにはどうしたらよいかを考

えるよう助言する。 ５ 本時の振り返りを行う。 


